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び関与する細胞壁自己融解現象に関して ， Micrococcus lysodeikticus を供試菌として実験を行ない，
次の結果を得た。
1 . M. lysodeikticus IFO 3333 (親株)の対数期培養菌を O ， 01M リン酸ナトリウム緩衝 pH 7.5 に

























過程で，上記酵素は周辺部の ρeripl，αsmic spαce に存在する，当該菌が保有するトリプシン様の蛋白質
分解酵素で不活性化される。対数期菌体が示す細胞壁自己融解現象は，この不活性化機構の不完全な
菌においてのみ，たまたま観察される現象であり，生理的役割を果たし終えた細胞壁自己融解酵素に
よって引き起こさl れるのである。」
論文の審査結果の要旨
多くの細菌において，菌自身が保有する細胞壁分解酵素がはたらくことにより，細胞壁が破損され
て，肉眼歓察では菌体が融解消滅する現象が見られ，この酵素を自己融解酵素という。このような酵
素が存在することは，菌体の生長，緊殖という見地からは一見自己矛盾であると思われるが，他方菌
の増殖のためには，菌体細胞の生長，分裂，分離などの過程が必要であり，そのためには細胞を覆う
皮すなわち細胞壁の切断という現象が 増殖のある時点で必要となると考えられ このような酵素の
合目的性が理解されて来た。菌体の自己融解消滅現象は反合目的性，非生理的現象であり，自己融解
酵素が細胞分裂，増殖にのみ使われるのが生理的現象であるとすれば，生理的役割を果した後の酵素
が，どのようにして不活性化されるかという重要な問題が残ることになる。物種君はこの問題を取上
げ，一連の実験結果から次の結論と得た。 I細胞分裂の進行とともに，隔壁部位で合成された新しい
細胞壁は周辺部ヘ移行する。同時に隔壁部位で，細胞壁の切断という生理的役割を果した細胞壁自己
融解酵素も周辺部ヘ移行する。この過程で、上記酵素は周辺部のperiplasmic space に存在するところの
トリプシン様の蛋白質分解酵素で不活性化される。対数期菌体が示す菌体の自己融解消滅現象は，こ
の不活性機作の不完全な菌体においてのみ たまたま観察される現象であり 生理的役割を果し終え
た自己融解酵素によって蒸き起されるのである。」
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以上の如し，物稲君の論文は，細菌細胞の増殖分裂現象の機作に，新しい解釈を加えたもので，理
学博士の学位論文として十分価値があると認める。
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